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結果では Sexchromatin 陽性， i¥（、TH t田t陽性，
第35回岐阜外科集談会 1109 































































存38.3%. 5年以上生存26.5°0. 全射では 3年以上生



























































共に10才台， 30才台が多い．外傷の型式は I型， E型
が多く p 約半数が頭痛p 頭重感を訴えていた．髄液圧
は測定したものの76%が正常圧を示していた．異常圧
を示した24%は何等かの愁訴を訴えていた．治療を行
ない，而も効果の判然としている 364例については頭
痛，頭重を訴えるものが大部分で，その45%に後頭神
経圧痛を証明した．かかるものに対しては局麻剤， 6
0oft:i¥水による遮断術p 活性 Vit.81剤の大量投与を
行ない圧痛のないもの，循環動態の異常によると，U、わ
れるものに対しては星状神経節遮断，循環ホルモン，
ニコチン酸製剤j等の投与を行ない，何れも良好な結果
を得た．
